
　「苦しんでいる人を救いたい」という多くの方の思いに支
えられ、東日本大震災や能登半島地震をはじめとした国
内外における災害救護活動などを実施。次の災害に備え
る防災教育など地域に根差した活動も展開しています。ご
自身のゆかりある地域への寄付をお考えの方は、全国各
都道府県支部をご遺贈先に選択いただけます。

東日本大震災（2011年）：拠り所となった石巻赤十字病院で子供にミルクをあげる日赤助産師

　日本介助犬協会は、犬の可能性を信じ、犬の個性を尊
重しながら、肢体不自由者の日常生活を手助けする介助
犬の育成・障がい児者がいるご家庭への犬の譲渡・病院
での動物介在療法など、犬を通して様々な場面で一人で
も多くの人と犬が幸せになれるよう、皆様からのご支援を
支えに活動しています。

落とした車のカギを拾う様子。
介助犬総合訓練センター～シンシアの丘～は愛知県長久手市にあります。

Email：info@s-dog.jp
Web：https://s-dog.jp/

―― 遺贈寄付とは。
山北　亡くなる人が、遺言によって財産の全部または
一部を民間の非営利団体などに寄付したり、配偶者や
子どもなどの相続人が相続財産を寄付するのが遺贈
寄付です。
―― 遺言による寄付と相続財産の寄付の税金の違いは。
山北　遺言による寄付の場合、遺贈先が一般法人でも
相続税の課税対象にはなりません。相続財産の寄付の
場合は地方公共団体や認定ＮＰＯ法人など、税制優
遇団体に申告期限内までに寄付をすれば非課税適用
になります。
―― 特定遺贈と包括遺贈の違いは。
山北　遺贈の対象財産を遺言で特定するのが「特定

遺贈」、遺産のすべてや割合的一部とするのが「包括遺
贈」です。包括遺贈は借金や連帯保証債務も継承する
可能性があるので注意が必要です。
―― 不動産や有価証券を寄付するには。
山北　不動産や有価証券を遺贈した場合に含み益が
あると、みなし譲渡課税が相続人に課されます。事前に
寄付先と相談するといいでしょう。
―― 遺言書の留意点は。
山北　遺贈の指定は金額でも割合でも可能ですが、法
定相続人の遺留分（最低限の取り分）を侵害しないよう
に注意が必要です。
遺言執行者を事前に決めるなど、早めに準備をし、自分
の「思い」を残すようにします。

遺贈寄付に関心を持つ人が増えています。
一般社団法人全国レガシーギフト協会 代表理事
の山北洋二さんに、その仕組みや留意点などに
ついて聞きました。

資料請求でプレゼント

または

https://adnet.nikkei.co.jp/e/izou2408/

資料請求とアンケートにお答えいただいた方の中から、抽選で20名様に
500円分のQUOカードをプレゼントいたします。（広告主提供）

　自然を守ること。
それは、未来を守ること。

　日本自然保護協会は、70年にわたり全国にスタッフや
専門家、ボランティアを派遣し、独自の調査や人材育成
をとおして貴重な自然を守り、自然とともにある社会づく
りに取り組んでいます。当会へのご遺贈は、所得税・相続
税の税制優遇の対象で、不動産・有価証券のままのご支
援や包括遺贈・予備的遺言もご相談に応じています。

　空飛ぶ捜索医療団“ARROWS”は、1996年設立、世
界39か国・地域で活動してきた日本発祥の国際NGO
ピースウィンズが運営する医療プロジェクトです。能登地
震、トルコ地震、ウクライナ危機などの被災地・紛争地、コロ
ナ禍の国内医療・福祉施設、山間地の地域医療の現場
などで活動してきました。ご支援をお願いいたします。

がんになっても
安心して暮らせる社会をつくる

公益財団法人 日本対がん協会
〒104-0045 東京都中央区築地５-３-３ 築地浜離宮ビル7階
TEL：03-3541-4771（平日10：00～17：00）

　がんは日本人の2人に1人が一生のうちに一度はかか
る病気です。患者さんやご家族から「私たちと同じ悲しみ
や苦しみを経験してほしくない」と、いただいたご寄付など
により全国で活動に取り組んでいます。無料のがん相談、
若手がん専門医の育成、がん教育など、「大切な命を守
る」ために広く皆様のご支援をお願いします。

Email：kifu@jcancer.jp
Web：https://www.jcancer.jp/

明日の食事に
困る人のいない社会をつくる

一般社団法人全国フードバンク推進協議会
〒171-0014 東京都豊島区池袋2丁目61-4 エヌアイビル3F
TEL：03-6912-9444（平日9：00～18：00）

　日本でも9人に1人の子どもが貧困状態にあり、給食で
しか栄養を取れない子どもがたくさんいます。全国フード
バンク推進協議会は全国のフードバンク団体とともに、経
済的な困難を抱える人々に食の支援を届けるために活
動しています。「明日の食事に困る人のいない社会」の実
現に向け、私たちはあなたの意思を次世代につなげます。

Email：info@fb-kyougikai.net
Web：https://www.fb-kyougikai.net/


